
様式第二号の八 ( 第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

　　令和２年６月２８日

愛 知 県 知 事　殿

提出者　　　　　　　　　　　　　　　　

住 所　愛知県西尾市南中根町山畑 70-1 　　　　　　　　　　　　　　　　

氏 名　稲垣工業株式会社　　　　　

取締役社長　稲垣　裕亮　　　　　　　　　　　　　　　　　

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号　 0563-56-2445 　　　　　　　　

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事業場の名 称 　稲垣工業株式会社

事業場の所在 地 　愛知県西尾市南中根町山畑 70-1

計画期 間 　令和２年４月１日～令和３年３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

事業の種 類
３１　輸送用機械器具製造業

②事業の規 模 　製造品出荷額　　420,000万円

③従業員 数 　１１０人

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
鋳物製造工程

鉱さい（再利用品）⇒再生処理業業者に委託して建設原料・鋳造材料

として再資源化

鉱さい(埋立品)⇒最終処分業者に委託して埋立処分

廃プラ類⇒再生処理業者に委託して燃料として再資源化



( 日本工業規格　Ａ列４番)

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

　　

環境管理責任者(総括管理)

　　　　　　　

　　総務担当役員（産業廃棄物管理責任者）

　　総務担当員（廃棄物現場管理）

　　各グループ（発生箇所毎の廃棄物管理）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

1 現状 【前年度（元年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 鉱さい ばいじ

ん

廃プラ

排出 量 6,866ｔ 50 ｔ 41 ｔ

（これまでに実施した取組）

・廃砂中の鉄分回収の効率向上

・取鍋耐火物の長寿命化

・溶解炉耐火物の長寿命化

・廃砂の他社への売却（社外での再利用）

・廃プラの発生削減。（梱包の簡素化）

・ばいじんの吸着材(炭酸カルシウム)の調整

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 鉱さい ばいじ

ん

廃プラ類

排出 量 6,000ｔ 45 ｔ 40 ｔ

（今後実施する予定の取組）

　自動バリ取り機の削り粉（鉄粉）の分離



産業廃棄物の分別に関する事項

①現状 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

廃プラ類、金属くず、鉄粉、鉱さい類はそれぞれ分別して保管。

②計画 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　削り粉（鉄粉）の処理時の分別を実施

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

1 現状 【前年度（元年）実績】

産業廃棄物の種類 該当なし

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 該当なし

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

1 現状 【前年度（元年度）実績】　

産業廃棄物の種類 該当なし

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）



②計画 【目標】　　

産業廃棄物の種類 該当なし

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

1 現状 【前年度（元年度）実績】

産業廃棄物の種類 鉱さい ばいじん

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

190ｔ 50 ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 鉱さい ばいじん

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

150ｔ 45 ｔ

（今後実施する予定の取組）

異物除去（分離）と倉庫内保管を行い、再生利用量を増やす。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

1 現状 【前年度（元年度）実績】 

産業廃棄物の種類 鉱さい 廃プラ類

全処理委託量 6,677ｔ 41 ｔ

優良認定処理業者へ

の

ｔ ｔ



処理委託量

再生利用業者へ

の

処理委託量

6,677ｔ 41 ｔ

認定熱回収業者へ

の処理委託量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外

の熱回収を行う業者

への処理委託量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

　現在、鉱さい類で再生利用可能なものは全て再生利用業者に委

託。

（第５面）

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 鉱さい 廃プラ類

全処理委託量 5,850ｔ 40 ｔ

優良認定処理業者への処

理委託量

0ｔ 0ｔ

再生利用業者への

処理委託量

5,850ｔ 40 ｔ

認定熱回収業者への

処理委託量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の熱

回収を行う業者への処

理委託量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）

OCRより排出される砂とダストを分離し、砂を売却処理する。

　



※事務処理欄 　


